
　母子通園「エミナ」はお子さんの発達に不安や心配を感じている、お子さんと家族を対象
に、療育（個別・集団など親子が一緒に通園）と発達相談を行っています。例年、40～50人
ほどの幼児・学童が通園しています。

　ことばやコミュニケーションの発達を個別
で療育する言語聴覚士（２名）、運動や生活
動作を個別で療育する作業療法士（１名）、
手遊びや絵本の読み聞かせ、集団遊びなどの
グループ療育を通し、お友だちや大人とのや
り取りが楽しめるよう療育する保育士（２
名）が担当しています。

◎児童福祉法に基づいて運営しており、利用料が
　かかります。
　利用料の保護者負担分は国の制度に基づいてい
ます。「児童発達支援」と「放課後等デイサービ
ス」の両方の事業を併設する多機能型事業所です。
※令和元年10月から、３歳から５歳までの利用負
　担が無償化されています。

○個別療育（月・火・木・金曜）
個別（作業療法士　言語聴覚士）と小集団（保
育士）を組み合わせて１回の療育内容としてい
ます。

○グループ療育（木曜午前・水曜午後）
母子グループと、母子分離グループを組みます。

○放課後等デイサービス（月～金曜）
　（14時30分～16時30分　中高生は17時）
学校に通学中の支援を必要とするお子さんを対
象に、生活能力の向上のための訓練や余暇活動
を行っています。

からだが硬く、動きがぎこちない／からだが柔らかく、くにゃくにゃし
ているみたい／落ち着きがなくじっとしていない／視線が合わない／歩
き始めるのが遅い／名前を呼んでも、声を掛けても振り向かない／指示

や話の内容を理解していないみたい／うまく発音できない音がある／お話したいのにこと
ばがなめらかにでてこない／ひとりでは遊べるのにお友達とはうまく遊べない…など
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以上のようなことで気になることがあれば、ひとりで悩まず気軽に相談してください。

　療育と子育て支援を兼ね備えた町立施設として萩野小学校の空き教室（棟）に開設され、来年で
開設20年を迎えます。専門職による総合的な支援体制を、療育・発達相談を担う母子通園「エミナ」
（アイヌ語で笑い・ほほえみ）と、子育て支援を担う「ピヌピヌ」（内緒話）の事業を展開していま
す。愛称は公募で付けた「ひだまり」です。


